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野
　
沢
　
勝
　
美

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
治
情
勢
混
迷
の
構
造

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ロ
ヨ
政
権
の
政
治
基
盤
は
弱
く
、

国
内
政
治
の
不
安
定
化
が
表
面
化
し
て
い
る
。
二
〇
〇

七
年
以
降
だ
け
で
も
、
同
年
一
〇
月
の
エ
ス
ト
ラ
ダ
前

大
統
領
に
対
す
る
六
年
六
ヶ
月
ぶ
り
の
特
赦
、
一
一
月

の
反
乱
兵
士
に
よ
る
ホ
テ
ル
占
拠
事
件
、
加
え
て
の
二

〇
〇
八
年
二
月
の
デ
ベ
ネ
シ
ア
下
院
議
長
の
解
任
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
二
〇
一
〇
年
の
大
統
領
選

挙
を
視
野
に
入
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
界
の
様
々
な
思
惑

が
あ
る
。
本
稿
は
以
上
進
行
中
の
事
態
を
中
心
に
ア
ロ

ヨ
政
権
の
政
治
不
安
定
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
今
後
の

政
治
動
向
を
展
望
す
る
。

政
権
の
正
統
性
に
対
す
る
疑
念
が
根
底
に

　
ア
ロ
ヨ
政
権
が
直
面
す
る
基
本
課
題
は
政
権
の
正
統

性
に
対
す
る
批
判
か
ら
生
じ
て
き
た
。
二
〇
〇
一
年
一

月
に
エ
ス
ト
ラ
ダ
大
統
領
の
不
正
蓄
財
疑
惑
に
抗
議
す

る
「
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
２
」
に
よ
っ
て
ア
ロ
ヨ
が
副
大

統
領
か
ら
大
統
領
に
昇
格
し
た
が
こ
の
こ
と
事
体
が
政

権
の
正
統
性
に
疑
念
を
ま
ね
い
た
。
第
一
に
、
ア
ロ
ヨ

は
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
ず
に
レ
イ
エ
ス
参
謀
総
長
、
陸

海
空
の
三
軍
の
司
令
官
の
エ
ス
ト
ラ
ダ
大
統
領
不
支
持

と
い
う
超
法
規
的
手
段
に
よ
り
大
統
領
に
就
任
し
た
点

で
あ
る
。
第
二
に
エ
ス
ト
ラ
ダ
大
統
領
に
対
す
る
不
正

蓄
財
の
弾
劾
裁
判
そ
の
も
の
が
下
院
で
却
下
さ
れ
て
お

り
ア
ロ
ヨ
昇
格
の
根
拠
は
な
く
な
っ
た
と
の
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
批
判
を
払
拭
す
べ
く
、
ア
ロ
ヨ
は
二
〇
〇

四
年
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
た
。
こ
の
結
果
一
〇
〇
万

票
の
僅
差
を
も
っ
て
し
た
が
勝
利
し
た
も
の
の
、
そ
の

後
の
展
開
で
正
統
性
に
対
す
る
新
た
な
疑
念
を
浮
上
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
次
の
二
点
が
そ
の
根
拠

で
あ
る
。
第
一
に
大
統
領
選
挙
開
票
作
業
中
に
中
央
選

挙
管
理
委
員
と
電
話
会
談
し
た
事
実
が
選
挙
不
正
介
入

と
非
難
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
ア
ロ
ヨ
の
夫
と
長

男
に
よ
る
賭
博
上
納
金
疑
惑
の
表
面
化
で
あ
る
。
こ
の

結
果
ア
ロ
ヨ
政
権
の
主
要
閣
僚
な
ど
一
〇
人
が
辞
任
し

た
（
主
要
閣
僚
辞
任
に
関
し
て
は
本
所
報
第
一
一
九
号

参
照
）。
加
え
て
選
挙
結
果
不
正
操
作
疑
惑
で
ア
ロ
ヨ

に
対
す
る
下
院
弾
劾
裁
判
手
続
き
が
開
始
し
た
。
か
か

る
政
権
の
足
元
が
揺
ら
ぐ
政
治
危
機
は
こ
れ
に
乗
じ
た

不
満
勢
力
に
よ
る
政
権
攻
撃
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ア
ロ
ヨ
政
権
下
で
二
度
目
の
反
乱
事
件
と
な

る
二
〇
〇
六
年
二
月
の
ク
ー
デ
タ
計
画
発
覚
で
あ
る
。

ア
ロ
ヨ
は
非
常
事
態
宣
言
布
告
で
事
態
を
乗
り
切
っ
た

が
、
非
常
事
態
宣
言
は
マ
ル
コ
ス
政
権
期
の
一
九
七
三

年
以
来
で
あ
り
内
外
に
政
権
不
安
定
を
喧
伝
す
る
結
果

と
な
っ
た
（
非
常
事
態
宣
言
に
関
し
て
は
本
所
報
第
一

二
三
号
参
照
）。

　
政
権
運
営
の
不
手
際
は
支
持
率
に
反
映
す
る
。
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調
査
機
関
が
公
表
し
た
世
論
調
査
の
結
果
で
は
ア
ロ
ヨ

政
権
に
支
持
率
は
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
現
在
で
最
低
レ

ベ
ル
の
三
〇
％
に
あ
り
不
支
持
率
は
三
九
％
と
前
回
七

月
の
調
査
よ
り
五
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
（
図
参
照
）。

　
こ
れ
ら
の
悪
材
料
の
な
か
二
〇
〇
七
年
五
月
の
中
間

選
挙
結
果
は
、
上
院
（
改
選
議
席
一
二
）
で
は
エ
ス
ト
ラ

ダ
が
率
い
る
野
党
連
合
七
人
に
対
し
与
党
連
合
は
三
人
、

無
所
属
二
人
で
あ
っ
た
。
非
改
選
議
員
（
与
党
六
、
野

党
五
人
）
を
加
え
る
と
野
党
一
二
人
、
与
党
九
人
、
無

所
属
二
人
と
な
り
野
党
が
過
半
数
を
確
保
し
た
。
エ
ス

ト
ラ
ダ
に
対
す
る
高
い
人
気
を
知
る
ア
ロ
ヨ
は
前
大
統

領
支
持
派
や
野
党
の
政
治
的
反
撃
に
と
ま
ど
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
　
エ
ス
ト
ラ
ダ
大
統
領
の
特
赦

　
か
か
る
政
治
状
況
の
な
か
で
ア
ロ
ヨ
大
統
領
は
二

〇
〇
七
年
一
〇
月
二
六
日
に
エ
ス
ト
ラ
ダ
前
大
統
領

を
特
赦
し
た
。
特
赦
の
理
由
は
、
エ
ス
ト
ラ
ダ
が
母

親
の
看
病
に
専
念
す
る
、
選
挙
に
よ
る
公
職
を
求
め

な
い
、
と
し
た
こ
と
を
考
慮
し
た
と
し
た
。
ア
ロ
ヨ

　
　
反
乱
兵
士
の
ホ
テ
ル
占
拠
事
件

　
以
上
の
よ
う
な
政
治
状
況
下
で
、
二
〇
〇
七
年
一
一

月
二
九
日
に
、
公
判
中
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ト
リ
リ
ア
ネ

ス
元
海
軍
中
尉
（
二
〇
〇
三
年
八
月
反
乱
事
件
の
主
犯

で
現
上
院
議
員
）
お
よ
び
ダ
ニ
ロ
・
リ
ム
准
将
（
前
述

の
二
〇
〇
六
年
二
月
の
ク
ー
デ
タ
計
画
の
主
犯
格
）
が

裁
判
所
か
ら
脱
走
し
、
反
乱
兵
士
ら
三
〇
名
と
共
に
高

級
ホ
テ
ル
の
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
マ
ニ
ラ
を
占
拠
し
、
ア

ロ
ヨ
大
統
領
の
退
陣
を
要
求
し
た
。

　
即
日
夕
刻
に
国
軍
は
装
甲
車
で
突
入
、
立
て
こ
も
っ

て
い
た
反
乱
兵
ら
は
投
降
し
た
も
の
の
、
こ
れ
は
ア
ロ

ヨ
政
権
下
で
の
三
度
目
の
反
乱
事
件
と
な
っ
た
（
表
参

照
）。
占
拠
し
た
ホ
テ
ル
か
ら
国
軍
兵
士
や
市
民
に
不

正
で
、
か
つ
正
統
性
の
な
い
ア
ロ
ヨ
政
権
の
打
倒
を
呼

び
か
け
た
も
の
の
、
反
乱
側
に
呼
応
し
た
大
規
模
の
集

政
治
勢
力
と
な
ろ
う
。
一
族
を
み
て
も
、
二
〇
〇
一
年

に
は
夫
人
の
エ
ル
シ
エ
ン
ト
を
上
院
で
当
選
さ
せ
た
。

次
い
で
息
子
の
ジ
ン
ゴ
イ
も
上
院
議
員
と
な
っ
た
。
も

う
一
人
の
息
子
の
Ｊ
・
Ｖ
・
エ
ル
シ
エ
ン
ト
は
上
院
出

馬
を
断
念
し
て
前
大
統
領
の
意
向
で
父
親
の
地
元
サ
ン

フ
ア
ン
町
長
選
に
回
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
八
七
年
エ

ス
ト
ラ
ダ
本
人
の
上
院
議
員
当
選
を
含
め
一
族
で
四
人

の
上
院
議
員
を
送
り
出
す
と
い
う
史
上
前
例
の
な
い
事

態
が
生
ず
る
。

　
エ
ス
ト
ラ
ダ
特
赦
を
経
済
界
は
ど
う
み
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
エ
ス
ト
ラ
ダ
特
赦
に
関
し
て
対
応
は
二
分

さ
れ
て
い
る
金
融
界
な
ど
近
代
セ
ク
タ
ー
を
抱
え
る
マ

カ
チ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
は
特
赦
を
拙
速
と
し
て
、
外

国
投
資
へ
の
悪
影
響
に
懸
念
を
示
し
た
。
一
方
、
地
場

産
業
の
会
員
か
ら
な
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
商
工
会
議
所
は
特

赦
受
け
入
れ
の
声
明
を
発
表
し
対
応
は
割
れ
た
。

2003年8月27日　オークウッド・ホテル占
拠事件
　国軍武装将兵3 0 0人が国軍上層部を批
判、大統領、国防長官、国軍情報部長の辞
任を要求し近代的商業地マカティで反乱。
首謀者はトリリアネス大尉。
2006年2月24日　クーデタ計画発覚で非常
事態宣言
　クーデタ計画では、近代的商業地マカ
ティの反政府集会にレンジャー部隊、海兵
隊部隊が加わり、集会でアロヨ大統領不支
持を発表、臨時政府樹立を宣言するという
もの。首謀者は陸軍スカウト連隊司令官リ
ム准将、海兵隊司令官ミランダ准将ほか国
軍幹部将校。一部将兵がボニファシオ基地
内司令部に武装終結。アロヨは非常事態宣
言布告（24日）、同宣言解除（3月3日）。
2007年11月29日　ペニンシュラ・ホテル占
拠事件
　国軍武装将兵など約100人が大統領の辞
任を要求し近代的商業地マカティで反乱。
首謀者はトリリアネス上院議員、リム准
将。国軍装甲車のホテル突入で鎮圧。アロ
ヨは5時間の夜間外出禁止令をマニラ首都
圏、ルソン島中南部に発令（30日）。

は
、
お
も
て
向
き
に
は
国
家
統
合
へ
導
く
必
要
措
置
と

言
明
し
て
い
る
が
、
特
赦
は
前
大
統
領
の
政
治
的
影
響

力
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
エ
ス
ト
ラ
ダ
の
不
正

蓄
財
に
関
し
て
公
務
員
犯
罪
特
別
裁
判
所
が
終
身
刑
の

判
決
を
下
し
た
が
エ
ス
ト
ラ
ダ
の
有
罪
は
ア
ロ
ヨ
大
統

領
に
と
っ
て
は
政
権
の
正
統
性
に
対
す
る
お
墨
付
き
を

得
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
エ
ス
ト
ラ
ダ
の
法
的
決

着
が
な
か
っ
た
こ
と
が
前
述
に
よ
う
に
正
統
性
問
題
を

浮
上
さ
せ
て
き
た
。
弾
劾
裁
判
が
中
断
さ
れ
た
こ
と
で

決
着
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
憲
法
の
枠
を
超
え
た
政
権
の

継
承
性
に
関
し
て
最
高
裁
は
二
度
に
わ
た
っ
て
そ
の
正

統
性
を
追
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
最
高
裁
は
法
的
に

は
こ
の
問
題
は
決
着
を
つ
け
た
が
、
問
題
は
法
律
的
決

着
で
は
な
く
政
治
的
決
着
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
国
民
感
情
を
背
景
に
エ
ス
ト
ラ
ダ
は
公

務
員
犯
罪
特
別
裁
判
所
に
異
議
を
申
し
立
て
て
お
り
、

再
審
請
求
が
却
下
さ
れ
れ
ば
最
高
裁
に
上
告
す
る
構
え

で
あ
る
。

　
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
み
せ
た
エ
ス
ト
ラ
ダ
大
統
領
の

現
実
的
役
割
か
ら
し
て
エ
ス
ト
ラ
ダ
支
持
派
は
有
力
な

(図)
アロヨ政権に対する世論調査(PulseAsia)結果

（出所）http://www.pulseasia.com.ph
　　　　　　　　　　 (2008年4月10日)

（表） アロヨ政権下の将兵反乱事件（2003～07年）

（筆者作成）
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会
や
国
軍
兵
士
に
よ
る
造
反
の
動
き
は
起
こ
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
大
統
領
府
は
事
態
を
重
視
し
、
一
一
月

二
九
日
深
夜
か
ら
翌
朝
ま
で
の
五
時
間
、
マ
ニ
ラ
首
都

圏
に
外
出
禁
止
令
を
布
告
し
た
。

　
度
重
な
る
国
軍
将
兵
の
反
乱
事
件
に
背
景
に
は
、
ア

ロ
ヨ
政
権
と
癒
着
す
る
国
軍
上
層
部
へ
の
不
満
が
あ
る
。

こ
れ
へ
の
対
応
は
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
。

　
　
国
家
警
察
当
局
の
発
表
で
は
、
投
降
し
た
一
〇
二

人
の
兵
士
ら
を
逮
捕
し
、
う
ち
ト
リ
ア
ネ
ス
上
院
議
員

ら
三
五
人
を
反
乱
罪
で
起
訴
し
た
。
一
方
、
反
乱
事
件

は
別
の
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
ホ
テ
ル
内
で
取
材
中

の
テ
レ
ビ
局
な
ど
報
道
関
係
者
約
三
〇
名
を
反
乱
扇

動
・
教
唆
容
疑
で
警
察
官
が
手
錠
を
か
け
て
首
都
圏
警

察
本
部
に
連
行
し
た
の
で
あ
る
。
国
家
警
察
に
よ
る
強

権
的
な
対
応
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
政
府
批
判
を
高
め

る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
現
地
紙
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
イ

リ
ー
・
イ
ン
ク
ア
イ
ラ
ー
の
ア
ル
マ
ン
ド
・
ド
ロ

ニ
ラ
主
筆
は
、「
反
乱
者
を
し
て
捨
て
身
の
行
動
に
駆
り

立
て
た
不
満
は
、
軍
内
部
に
鬱
積
し
て
い
る
。」
と
し

た
。
今
回
の
特
徴
は
メ
デ
ィ
ア
に
強
権
を
発
動
す
る
治

安
部
隊
の
慢
心
を
大
統
領
府
が
制
御
で
き
な
か
っ
た
点

に
あ
る
。
国
軍
内
部
に
は
、
権
力
獲
得
目
的
の
反
乱
の

芽
を
肥
大
化
す
る
に
事
欠
か
な
い
不
満
が
充
満
し
て
い

る
。
同
主
筆
が
「
次
ぎ
は
大
統
領
府
で
銃
撃
戦
が
あ
ろ

う
」
と
警
告
し
、
「
ア
ロ
ヨ
は
、
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
マ

ニ
ラ
で
解
き
放
た
れ
た
近
衛
隊
の
銃
に
よ
っ
て
人
質
に

な
っ
た
」
と
論
評
し
た
が
、
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。

　
　
デ
ベ
ネ
シ
ア
下
院
議
長
の
解
任

　
以
上
の
よ
う
な
政
治
混
迷
は
立
法
府
を
も
巻
き
込
ん

だ
。
二
〇
〇
八
年
二
月
五
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
下
院
本
会

議
は
ホ
セ
・
デ
ベ
ネ
シ
ア
議
長
を
突
如
解
任
し
た
。
解

任
決
議
の
理
由
は
、
前
日
に
同
議
長
が
本
会
議
で
し
た

現
政
権
の
汚
職
腐
敗
批
判
を
内
容
と
す
る
演
説
が
与
党

内
の
反
発
を
招
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
政

府
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
（
Ｎ
Ｂ
Ｓ
）
構
築
事
業
に
ア
ロ

ヨ
の
夫
が
関
与
し
た
汚
職
疑
惑
を
デ
ベ
ネ
シ
ア
側
が
告

発
す
る
な
ど
大
統
領
一
派
と
の
確
執
の
表
面
化
が
端
緒

で
あ
る
。

　
デ
ベ
ネ
シ
ア
は
一
九
九
二
年
ラ
モ
ス
政
権
発
足
と
同

時
に
下
院
議
長
に
就
任
し
、
少
数
与
党
で
あ
っ
た
ラ
カ

ス
を
「
虹
の
連
合
」
な
る
与
党
連
合
に
ま
と
め
あ
げ
る

功
績
が
あ
っ
た
。
以
来
九
五
年
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇

〇
四
年
の
計
四
期
一
二
年
の
議
長
職
に
あ
り
、
今
回
が

五
期
目
で
、
途
中
九
八
年
大
統
領
選
挙
に
副
大
統
領
候

補
の
ア
ロ
ヨ
と
組
み
大
統
領
選
に
出
馬
し
た
が
エ
ス
ト

ラ
ダ
に
敗
れ
て
い
る
。
ア
ロ
ヨ
政
権
発
足
後
は
、
与
党

ラ
カ
ス
の
総
裁
と
し
て
政
権
を
支
え
て
き
た
。
と
り
わ

け
、
前
述
の
二
〇
〇
五
年
大
統
領
選
挙
結
果
操
作
疑
惑

で
の
ア
ロ
ヨ
に
対
す
る
弾
劾
裁
判
の
進
行
に
際
し
て

は
、
デ
ベ
ネ
シ
ア
下
院
議
長
の
政
治
手
腕
で
こ
の
弾
劾

告
発
を
葬
り
去
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
か
く
も
政
権
維
持

に
貢
献
が
あ
っ
た
デ
ベ
ネ
シ
ア
の
議
長
解
任
を
な
ぜ
ア

ロ
ヨ
は
容
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
は
、
長

期
に
下
院
を
支
配
し
て
き
た
政
界
実
力
者
を
排
除
し
、

側
近
で
固
め
た
政
権
運
営
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。

　
下
院
議
員
二
二
五
名
の
う
ち
解
任
賛
成
が
一
七
四
名

と
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
。
う
ち
ラ
カ
ス
が
五
六
名
、

カ
ン
ピ
が
四
二
名
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
ラ
カ
ス
の
下

院
議
員
八
二
名
の
半
数
超
が
賛
成
に
回
わ
り
ラ
カ
ス
は

分
裂
し
た
。
一
方
、
カ
ン
ピ
は
全
員
が
賛
成
し
た
。
カ

ン
ピ
は
ア
ロ
ヨ
の
側
近
政
党
で
、
ラ
カ
ス
と
の
与
党
連

合
形
成
に
礎
石
役
を
果
た
し
て
き
た
。
解
任
劇
が
顕
在

化
さ
せ
た
の
は
、
第
一
に
カ
ン
ピ
が
与
党
連
合
第
二
位

に
急
成
長
し
た
こ
と
、
第
二
に
「
虹
の
連
合
」
に
加
盟

の
弱
小
政
党
を
反
デ
ベ
ネ
シ
ア
で
統
合
さ
せ
た
こ
と
で

あ
る
。

　
後
任
議
長
と
し
て
は
ア
ロ
ヨ
の
信
任
厚
い
と
さ
れ
る

ノ
グ
ラ
レ
ス
議
員
が
選
出
さ
れ
た
が
、
新
議
長
の
役
ま

わ
り
は
、
第
一
に
下
院
に
多
数
派
を
形
成
し
弾
劾
告
発

か
ら
大
統
領
を
防
衛
す
る
こ
と
、
第
二
に
主
要
法
案
の

成
立
促
進
で
あ
る
。
こ
れ
で
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
二
年

半
の
安
定
的
政
権
運
営
が
可
能
と
自
賛
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
下
院
改
革
で
あ
る
予

算
配
分
公
平
化
・
透
明
性
確
保
、
従
前
か
ら
糾
弾
さ
れ

て
き
た
利
益
誘
導
型
予
算
の
廃
止
、
下
院
委
員
長
職
の

政
党
配
分
の
公
平
性
な
ど
の
先
送
り
を
意
味
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
以
上
の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
治
の
先
行
き
不
透
明

の
根
底
に
は
、
ア
ロ
ヨ
政
権
の
正
統
性
に
対
す
る
疑
念

を
大
義
名
分
と
す
る
反
政
府
政
治
勢
力
の
不
満
が
あ

る
。
ア
ロ
ヨ
が
恐
れ
る
の
は
ピ
ー
プ
ル
パ
ワ
ー
に
よ
る

政
権
不
支
持
と
議
会
に
お
け
る
弾
劾
訴
追
で
あ
る
。
結

局
、
ア
ロ
ヨ
大
統
領
が
事
態
収
拾
に
期
待
す
る
の
は
治

安
部
隊
を
指
揮
す
る
国
軍
幹
部
で
あ
り
、
議
会
の
多
数

派
勢
力
を
形
成
す
る
ア
ロ
ヨ
与
党
の
形
成
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
政
治
安
定
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
諸
課
題

の
先
送
り
と
な
り
、
国
民
の
意
志
か
ら
の
離
脱
に
つ
な

が
る
。
二
〇
〇
八
年
三
月
実
施
の
世
論
調
査
結
果
で
は

政
権
支
持
率
は
二
三
％
と
危
機
水
域
に
あ
る
（
図
参

照
）。
二
〇
一
〇
年
次
期
大
統
領
選
挙
ま
で
に
い
か
に

政
権
与
党
が
国
民
の
支
持
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
ア
ロ
ヨ
政
権
の
抱
え
る
課
題
は
深
刻
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
〇
日
記
）

　
　
　
　
　(

の
ざ
わ
か
つ
み
・
国
際
関
係
学
部
教
授
）
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